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『はじめに

　ここに紹介する資料は，久松松平家の

家臣で，幕閣老中筆頭を勤めた松平定信’

に30年程も仕えた駒井鴬宿が，長年にわ

．たり書き留めた叢書で，．自らの号を書名

に付して『鴬宿雑記』と名付けた，600巻

に及ぶも．のである。よく利用されるが，』・

三口請求の際に，とまどう事の多V～資料

である。、

　『国書総目録』第8巻中の叢書の巻に巻

別の総目録が収録されておp，更に，そ

の内の主要な成書類は，当該の各巻に分

出掲載され，書名で検索出来る様になつ

一ている』。しかし，何巻に収録されている

かを調べるのは，簡単でない。今回，事

項名（五十音順）索引を作成したが，資料

、を通覧したので，その際目に止った記事，

を併せて紹介する。

　本稿は，これに白河市や桑名’市等，関

連する地域かち出版されている，．郷土史ト

資料から得た教示を加えて，まとめたも

のである。

第1部内容紹介

1．編者駒井鴬宿とその家族

　編者の略歴は，桑名市内の寺院，長寿

院にかつてあった彼の墓銘に依り’，知る』

事が出来る。laれは，同院に現存しない

ようであるが，幸い『桑名市史・補篇』

に，全文が収録されている。これに，本

叢書や桑名郷土史資料等から知り得た事

柄を加える，と，その人物は次の如くで回

る。

　　　　　　　　のりむら
　駒井鴬宿　名は乗邨，字は三三，通称

を忠兵衛と称した。鴬宿ρ他に，春院・

梅；軒・喜隻の号がある。明和3年（1766）

に，久松松平家の家臣，・田中忠右衛門の

次男として奥州白河に生れた，駒井家を

継ぐが，初めは90石取で，馬廻ヴ；以後
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は大小姓，記録役，使番，物頭，用人、

奉行，郡代，鉄砲頭；、宮奉行，．大目付∵’

江戸詰奉行を歴任し，この間に20石の加

増を2回受けて，130石取となり，江戸家

老め欠けた時は，’その職務を兼ねたとい

う。この間，主家が，白河から桑名へ転

封された際は，先発して庶務を経理した。

又志摩国の窮民が蜂起した時は，鉄砲頭

であったが，四日市へ赴き，進止したと』．

いう。70歳あ時に大目付を勤め，藩主の

東勤に従い護衛をなす。この後に，江戸

で家老の職を兼務したのである。『雑記

別記　巻37』に天保15年（この年改元、

弘化元年）正月、大病と書き入れがあり，，

この時79歳である。間もなく，老いを理

由に辞し，弘化3年（1846）1月20月に，

御帳の為登城したが帰宅後，中風が起こ

り」同月22日に没した。享年81。仕えた
　　　　　　　　　　　　　　　　みち
主君は，定邦から定信，定永，定和，猷

に至る5代，・在職する事，実に68年に及

ぶと墓碑にある。、

　博く書籍を渉猟したのは，勿論である

が，．『桑名人物誌』によると，書写したも

の『鴬宿雑記』と合せて，千下巻に達し

たという事である。かかるが故に，藩内

で，その博識を知られ，中でも歴史・和

歌・俳門の書物を好み，徳川家や松平家

に関する故事来歴，戦記物に精通してい

たという。

　和歌は，水野為長（歌人萩原宗固の次

男・田安家の水野氏を継ぐ。平安家から

の定信の附人。定信の信頼が特に篤ゑつ

た。）を師ζし，俳譜は，当時奥州方面で

も盛んであった，蕉門の3世雪中庵の影

響を，実父共ども受けて宗晦と立てられ
℃た。

　地誌・風俗への関心も，ひととおりで

なく，・遊歴には，紀行文をものしている

が，その様な関係からであろうか，屋代

弘賢が，『諸国風俗間状』を諸国へ発した

際には，白河領分の担当壷同藩士田内月

堂（定信側役）から依頼され，土地の古

老の協力を得て，編集回答した。他に，

『白河風土記』’の編纂作業べ参加してい・

る。定信をことのほか尊崇していだと思

おれるが，遺事撰修作業にも従事したと

いう。書画の嗜みもあり，．その収集する．

ζころ藩主から鴻儒・碩学のものに及冷

で冤貸しい数であっleという。趣味は，

囲碁・謡・釣を好んだようで，本甲期中’

にも散見する，。

　次に家族を見ると，実父田中忠右衛門

は，本資料巻7の「二上尊霊を吊ひ奉る・

言葉」に依ると，通称を忠右衛門，名は

由庚，字は四道，号を文華斎，俳号を四

序亭二三，といい，文武にすぐれ，’武は

弓，炮を好み，弓は師範を勤めた。俳譜

は，蕉門に入り，3世雪中庵蓼太の弟子

となり，白河では俳譜の3棟梁の二人と

いわれ，数々の名句を世に知られた。、鴬

宿は，その犀に際し，別れの悲しみを，

哀切極りない言葉で述べている。

　養父は，官太夫と称し，号を鵬鵡斎と

いい，俳号を目今といった。鴬宿は，秀

村尊霊と記している。

　妻は，名を園，春景と称して，平め娘幽

である。文政10年（1827）5月に没する。

60歳，鴬宿時に62歳。・「性慈有恩」と墓碑

に有る。

　子は，男女1人ずつを持ったが，男子

武吉は20歳前に亡くなつ「た。その時既に

娘は，口内でも知られた学者の家柄であ

る野合家の義路に嫁いでいて，跡取を失

なった為に，40歳を越えてから，家老奥

平貞親の3男を葉子としたか，病が多く，

実家へもどす。’ Kいにして，嫁いだ娘が
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子を多く持った為，その次男晩翠を養子

とした。

　駒井一声幼名を多忠ジ名を重出，又

は嶽ザ字を理三又は三三，号を笹野，玉

山，水月，造面堂主人と称した。南面義

路の次男，鴬宿にとってぽ孫である’。藩．

儒広瀬蒙斎に師事し，9歳にして四書五

経を読破，抜群として主君より賞された。

’経史詩文に博く，尤も経学に精しかった。

容貌豊偉，言語俊弁にして才気人に優れ，、

三品と称せられた。酒を好み，酔うと詩

を賦し・筆牽揮い・時に三三激論をなし・

時に笑談該誰をなしたという。その人と

なり温厚，争うことがなかった。まさに

鴬宿はもとより，馳藩内の期待を集めた偉

材であったが，肺を病み，天保5年（1834）

・8月2日，享年26，後に老養父，妻，幼

児3人を遺して没した。弟の半面が輯録

し，親友小野損庵の序した遺稿が，伝え

ちれたという。〈r桑名人物講』，r雑記別

話巻34』中の「疑雲院七回忌追悼」）

　鴬宿は，息子，妻に先立たれ，今又こ

の悲しみにあった。慮りの身に心中いか

ぽかりであっただろうか。遺児が幼い為

に，弟の半林をもって跡継とした。時に

鴬宿ほ，古稀に達していたのである。遺

児は，半林の子とした。

　駒井半煮　晩翠の弟，初名を知周，後

に重富，通称を，強命根は丹下，後た忠

兵衛字は済夫g号を出品，晩芳，責園

，逸民と称した。文武に志し，経学に精し

く，詩歌や書をよくしたという。奉行と

なったが，．中風症に罹り退くゴ読書詩賦

を事として生涯を終り，詩稿が多く遺さ

れたという。ρ

　　　　　　　　　　　　　　しげただ　なお，この跡は，半林の長男色面が継

ぐ。慶応3年（1867），歳わずかユ5歳，間

．もなく起きた鳥羽伏見の戦で，会津と共

に幕軍の主力をなした桑名藩は，藩主定

敬が，戦後も恭順せず，長岡・会津・函

館と転戦して帰国しなかった為に，藩内

は混乱を極めた。旧格は藩主と共に従軍

するが，負傷して帰諭した。後，幼主松

平定教の随員として渡米留学6帰国後は，

専修学校（現専修大学）の創立に参加し
『’

ｽ外，教育に生涯を捧げ，高等商業学校

　（現一橋大学），長等を，又官界にあって

は，大蔵省，農商務省の，高長等も勤め

た。明治34年く1901）に没する。48歳で

あった。

　更にこの跡は，次男の重次（明治28年

「昭和48年）が継いだ。この叢書はこの

人の名で，当時の帝国図書館へ寄贈され

た。大蔵省を退官後，衆議院議員や公認

会計士会会長を経歴された入物である。

．2．久松松平家

　編者の主家旧株松平家について，簡単

にふれておく。この家は，久松松平家の

分家ではあるが，家康の異父兄弟，久松

定勝の3男定綱を祖とする名門で，領地

は，下総山川を始めとして，常陸下妻→

遠江掛川→山城淀→美濃大垣→伊勢桑名

→越後高田→陸奥白河→伊勢桑名の各地

を所領とした。編者は，生れてから壮年

期迄を白河で，その後，死する迄桑名で

過ごした。前者は，』寛保1年（1741）．か

ら文政6年（1823）一までで，藩主は，7
　　　　　　よし　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　なが
代目である定賢から定邦・定信・定永ま

での4代，後者は，文政6年から廃藩置
　　　　　　　かず　　みち　　　　あき　　　　のり
忍言，定永・定和、・猷・定敬・定教の5

代である。

　藩主の内，細面綱と定信は，著名であ

り，特に家臣や嶺民の尊崇を集め，神と

して，桑名市内の鎮国守国神社へ塩出さ

一24一



れ一（いる。この叢書には，とりわけ，こ

の両者の時代の書留・記録が多く，文中

に前者は三国公，後者は三国公云々の書

出で記載されている場合が多い6定綱は，

家康から特に目をカ〉．けられ，又その期待

に応える働きが多くあった人物である。「

定信は，周知の如く，田富家から入り，

領主，政治家，文人として活躍したが，

幕閣としてはともかく，領主として白河

領で行った治政は，特筆すべきものがあ

り，中でも飢饅対策は著名であるが，更・

に文武の振興，特に藩士に対する教育や

学術の奨励策は，大きく結実したといえ

る。、宝暦8年（1758）に生れ，文政12年

　（1829）に72歳を以て没したが，鴬宿に

は8歳の年適者であった。安永3年
　（1774）17歳の時，定邦の肇子となり，

天明3年（1783）藩主となったのは，’26

歳の時である。文化9年（1812）に致仕

し，嫡子定永へ家督を譲るのは，55歳の

時で，以後は，文化活動を専らとする。幽

鴬宿は，主君の内，定信に最も長く約30

年間仕え，その青年期，壮年期をほとん

ど共に過ごしており，よきにつけ，悪し

きにつけ，受けた影響は，すこぶる大な

るものがあると思われる。鳥羽伏見の戦

に際して会津と共に幕府方の主力をなし

たこの藩は，賊軍として処せられるとい

う，悲劇的結末を迎えるに至るが，ζの

’前後に受けた有形無形の傷跡は，はかり

知れないものがあり，定信以来の藩校，

立教館の蔵書も又，．多くが流出するとい

う憂き目を見るに至る。

3．鴬宿雑記

　（1）序　　文

巻1の巻頭に序文が由る。書写の動機，

　　　　　　　　　　　　　　　ft
9・eg・予定の囎三等を知る事醐回
る。大略は，次の通りである。，・

　まず，「看書の癖有」が故に，「朝暮座

右に書のあらん事」を欲している。しか

し，学がない為に，「唐ぶみ」は読むこと

が出来ない。「大和ふみ」の内，上古のも

のぼ，読んでもその心を得られない。又

読みやすいもの，理解しやすいものでも、

50歳代にかかって，記憶しておく事が難

しくなった。今後も読書は続けるのであ

るから，子孫の為にもなり，珍らしく，

面白いと思える事は，「雅俗を論ぜず抜

葦」する。神君のいさおし，織田，豊臣

時代の嘉言・善行等の類は，輯録した書

があまた有り，所蔵しているので，省く

猛たする。はたの人の物語で，「おかしき」

ものは聞きi捨てるのも惜しいので記録

し，又山水へは，かなり遊行したが，い

ずくの勝地も，人々の紀行に記されてい

るので，書かないが，しかし，旅の日記

から拾い出して，書いたものもある。俳

譜をたしなみとしているので，句藻の内

から拾いだしたものもある。拙いもので，

見た人の諺もあるであろうから人に見せ

る様なものではない。

　この叢書を書こテと思い立ったのは，

若い頃からであるが；・世間も知らず，学

識も浅いので，気持だけあって，実行で

きずにいたがe・覚えのうときを助けるの

一つであるからと，敢えて筆を採り，『鴬

宿雑記』と題して，巻の数がつもらん事

を思いはかるのみである。

　　文化十二年乙亥　正月

　　　　　　　鴬宿遣直

　　　　　　　　みつから題す

　文化12年・（1815）は鴬宿が51歳の時で

あるが，この後30年間，L U00巻を書き続け

るのである。　　　　　・　　　・
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　　（2）．書誌的事項

　．自筆の写本であるが，割合他筆の部分

もあワ，又寺社縁起の如きに刷物もある。

　，当館請求記号238－1，本録と附録があ

る。港数、奉録与68巻，目録1巻別録40

巻，目録1巻（この内，巻61・一70・巻

161～170・巻308～310・巻531～540　；別

際40を欠く）現在576冊，合冊289冊　大

きさ　本録，巻1～130は縦25・5糎，横16・

5糎，巻131～568は縦24糎，’横16糎，別録，

縦21糎，横13．5糎　各巻丁数　本四平均

50丁，別旧約60丁　収録総1項目数物

185Q各回の行数・1行の字数　本二丁’

均22行，1行平均30字，別学平均20行，

一行平均30字’なお1欄外や行間にかけ

て書入れのある丁多し，．自己評論や補正．

したもの等　文化12年から亡くなる直前

の弘化i年～2年（1844～1845）頃まで

約30年間，書き続けたものと思われ，序

文の頃の筆勢は精気が充満しているが，

徐々に衰えが見え，別録の終巻頃は，筆

に震えが見られる。．又，500巻位から後の

．巻に晩翠，半林によると思われる書入れ

，や書留がかなp見受けられる．編者は能

筆とはいい難iく，癖字が多い。本録と別1

録　両者をどの様に書き分けleか，明ら

かでない。天保10年（1839）、頃以降の書

留が，型録に・多いが，本録にも，天保15

年（1844）め書留がある。別録は1江戸

藩邸の勤務の時とも考えられるが，なお

不明である。表紙合冊各階に縁，帝国

図書館作成の表紙が，付されている。一元

表紙・本四，薄茶色，表表紙左側に，白

紙に自筆の書＄貼題筆　別録，白に青の

くさむら模様，表表紙左側に，白紙に本．

録と異なる筆跡に依る書き貼題籏　蔵書

印一本録巻1～17「駒井氏蔵」，本録総泪

録7同巻18　tr　568，別録総目録，下巻1

～35「桑名城内／駒井家蔵」，本録総目録，

別録全部「東京浅草／駒井家蔵」の朱印

．が有る。この叢書は，文化12年（1815）

頃に，白河で書き初められて，－8年前後

に，桑名へ移っているから「駒井氏蔵」

の押印分は，二河で書かれたかと推定ざ

れる。約600巻を30年間で書いたから，1

年平均で紳20二分を書上げ々事になる。

すると，．白河時代にもっと書いた事が予

想できるが，’ �ﾆこの事情とり関係が明

らかでない6

　第3の印に？いて1ま，明旦初年におけ

る．”駒井家あ消息力㍉明らかでなく，そ

の背景を，知る事が出来ない。ただし，

旧格は，明治4年（1871）、に東京へ出て，

本所四回目の石合黙翁く田口文蔵）塾に

入門してい．る。当時は，浅草七曲に藩邸

炉あったから，この辺の事情と関係があ

るかも知れない。受入　全巻に，「明治36

年4月・寄贈・」帝国図書館」1の丸形受入

印がある。この頃の駒井家は，，小石川金

・富町を住所としていた。

　　（3）叢書書写の背景

　序文には，文化12年とある。叢書は，

この年から書き始めたものであろうか。，

登載すべく予め準備された書付類は相当

な数に上った様で，110巻位迄は，それ等

を書継いだ様である。『桑名郡人物志』に

は，「平居手に筆を釈てず，中古以来の事’

，実，先輩の著書，、侯家の事跡，藩士の逸

話，1篇の文章，・1首の和歌に至るまで，層

目に触るるに従い，珈かも漏らすことな

く手写し」とあるけれども，30年間に，

600巻を書き上げ．るには，’筆写はもとよ

り，材料集めも，並の労力ではなかった

筈である。かくの如き，層大志を持ち，猶

且，死する迄書き続けた執念は，一何にも
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teらされたも’のであろ，うか。序文の「子

孫や我身の本好き老いの為」等のことわ

りは，もとより表向のものである。所詮，

解き明す事は，出来ないけれども，その

一助として，1当時彼を取り廻いていた環

境が如何なる状況にあったか，見る事と

する。

　この叢書が，書き始められた文化・文

政期は，江戸文化の燭熟期で，幾多の文

芸人を輩出したが，ヒれらの人々の間に，

『一話ヅ言』や『甲子夜話』の如き随筆を

書く風潮が流行したのである。

　藩内でももとより，定信を初あとして，

著作や書写を行う人々が多く1特に定信

・は，致仕後の文筆活動を盛んに行なって

いた時期である。彼は，層 Pなる読書に疑

問を持ち，例えば，『源氏物語』を7部も

書写して・いる。又，記録の保全にも意を

用いて老中時代は，幕府の公文書等を整

備し，保管を改善せしめてい乱それに，

この藩では，藩士の教育には特に力を注

ぎ教授を外から招くなどした成果は立派．

に結実して，全国でも有数”）教育藩とし

て知られるに至る。従って，藩校立教館

の蔵書も充実して定信の致仕の頃，2万

巻以上を，数える迄に増加している。加

えて定信が，・藩外の有識者と活発な交流

を計。．，た為に，藩内の学術も又盛んとな

り，世上に名を知られる人々が多く出る

様になった。本人の資質はもとよりの事，，

’かくの如き環境が鴬宿を刺激し，その動

・機となった事はまちがいないであろう。’．

更に，鴬宿自身，白河，江戸，越後，桑

名を拠点として，各地をかなり遊歴した

様で，これが見聞を広め，記事の材料種

になっているのである。各藩で，藩士の

遊歴をどの程度許可していたのか明らか

ではないが，鴬宿の場合，奥羽地域は，

岩手辺まで1関東は，江戸周辺の各地，

近畿地域は，唐範囲を巡っている事が，

記載されている。加えて，参勤交代等で．

は，幾度も白河から桑名間を往復してい．

るから，行動範囲は，広かったといえる

かもしれない。

　叢書は，繰り返すが自筆の写本が主で

あり，購二晒した写本や版本は，．．混入して・

いない。成書の内には，購入で補充出来

ると思えるものが，少なか・らず，見受け

られるのであるが，とにかく写したので

ある。しかし，藩内で博識を知られた由

緑は，ここにあったのであろう。・

　　（4）内容のあらまし

　この叢書には，短篇の随筆風記事と，

長篇で，半巻位のものから数巻に及ぶ成

書まであり，合せて約1850項目が収録さ

れている。

　前者には，自らや同僚等の著作，体験
記’ ｩ聞記及び，回書からの小記事の抜

書が，後者は，自らの著作や成書の写し

が収められている。両者共に，広範囲の

分野の記事を収めているが，強いL（r挙げ

れば，和歌，俳譜，地誌，紀行，風俗，

日本史（特に戦国期の戦史），藩や主家の

記録，藩主や藩士の著作物や逸話（三綱

や定信が多い），世上の風聞，世上を驚か

した事件記録有職故実，忠臣伝，孝子

伝が，主な内容といえようか。しかし，’

この叢書の特色は，大半が藩や主家やこ

の地域に関連する記事で占ゆられている

関係から，一大郷土資料といえる点であ

ろう。それも1奥州白河及び伊勢桑名周

辺のである1両地域における此等資料の

原本やその写本等の所在については，ほ

どんど知るところがないけれども，或は，

「この内にしか現存しないものが，あるか、
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も知れない。編者は，あとで執務上役立

ちそうなものを，相当に収録しているか

ら，自分でも便利に使ったであろう。藩、

内でこの叢書は，よく知られていたから，，

閲覧の希望者や藩士処理の前例等の照会

が，あったであろうかと思われる。

　さて，前記した如く，亀目に留るもの

総て記したとはいえ，自ら書く可からざ

るものもあったであろう。この資料は，

自身の外，子孫へ見せる為に書し・たので

あるから主家，主君，藩士，我家及び自

分の為に差障りとなる事は，除いたので
　ノある。どちらかといえば，後世で役立つ

のは，この種の資料である場合が，多い

けれども，誠に律義が過ぎて，我々の期

待を見事裏切っているのである。例えば・

編者は，定信に長く仕え，年令も近く，

上士で筆まめとなると，だれでもこの内

から定信に就いて新事実が発見出来るの

ではないかという期待を持っても不浄議

ではない。しかし唯一の例外を除いて無

いのである。無難な表面的記録や記事に

終始する。ζれは，他の件でも同じであ・

りう当時とすれば，やむを得ないかも知

れないが，例えば，定信が遺した文化事．

業は，特筆すべき偉業であるが，これの’

苦労話や逸話，もしくは，文物探索や教

育の裏話でも残してくれていたならばと

思うと残念である。ζれは，定信にとつ、

て，名誉な話であろう。

　項目を峻別に見て行くと，初めは，自・

作の見聞記，短篇，抜書が続くが，次第

に，成書全部の写しが多くなる。ごれ等

の内には，既に読了したと思われるもの

が，少なからずある。例えば，巻180　・一　2000

前後の戦記物や巻230前後の紀行書であ1

る。これ等は，編者が，得意とした分野

であり，『ここに収まっているのは，代表

的図書だからである。更に，これらは，

手元へ置くべきものの様に思われ，或は，

所持していたもめも，：更に書写したのか

もしれない。天保の終り頃になると，幕

府の記録を採る様になる。・それ迄は，言日

録といえば，藩内だったのである。・鳥居

耀蔵り処分記録，シーボルト事件記録，

大塩平八郎事件記録等の如き類であるρ『

書入れもなく，’淡々と採録している。前

にもふれたが，主家や主君については，

その記録や著書は，他見を禁ずる旨の断

り書がほと一んどあp，往時の規律を偲ば

せると共に，我等の期待が無理である事

』を再認識させる。面白いのは，これは，

誰々所蔵のものから写す等と記載の有る

事で，自分は，他人から借りて写してい

るのである。

　各項目には，各々書名が付されている’

が，丁の半ばや終り等から始まったり，℃

総泪録とこの書名とに若干の相違がある

ものもあり，探すのに手間がかかる。

　短篇ものは，四丁位から四丁た及ぶも

のまであり，色々な文献の抜粋文（恐ら

く読書後に面白い，役に立つと判断して，

取って置いたメモを整理したもの）と，

自分や同僚等あ見聞や体験記等からな

る。序文から判断すると，当初の登載予

定は，この種のものであったらしい。rこ

れ等の大半は，現代の我々にとって，答

易に知り得るものもあるが，この内，編

者や先輩，同僚の見聞記等には，見るべ
き点が多々ある。』ト ｻれも，・一文中のわず

か数行の内にある場合があり，一様では

ない。父，同僚，上司，一自分。歌や俳句

も温じり，ときには，蔵文や戯歌ももの

している’。．反対に実父との死別たは，哀

切極まりない一文も残している。．．憶見遊

山の道の記の外，藩内の人物評や藩内耗
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　　　　　　　　　　　　F
事晴も書いているが，秀れた人物や美風，

良俗に触れるだけである6主家や主君に

就いては，はばかりつ？，・かなりの数の

記事を収めているが，前述した如く，ほ

とんどが，無難なものである。しかし，，

短篇への記載だけに私の認識外の稀な記

事が，あるかも知れない。和歌も1首，

2首の如く，小単位で詠んだものがかな

りあり，既知のものかどうか，研究の要

があろうかと思う。．

　長篇のものには，数巻に亙るものもあ

るが，ほとんどは，1巻に収まる規模の

ものである。内容のあらましは前述の如

くであるが，誠に幅広く，、幽あらゆる分野

に知識を求めんとした跡が，歴然として

いる収録振りである。50歳過ぎて起草し

たにしては，成書の採録数が，多く惑じ

られる事は，前にも触れたが，とにかく，

これだけの知識を持ったならば，当時と

しては，大変な文化人であったといえる

であろう。

　成書個々を見ると，自ら雅俗を論ぜず

「と言う如く，俗書も多吟が，自ら得意と

する分野には専門書も有り，凡そとして

V＄，一般教養的な書を，選んでいる様であ

る。孫であり，・養子でもある晩期とは違

って，専門家たらんとした様子は，見え

ない収録振りである。ただし，’成書の半

分近くは，底本が知れず，又知れても所

蔵者が，無名の藩士では，善本とは言え

ないもりがある。内には「読み難く，誤，

字多けれどその侭写す」「等と注記がある

ものもある。群書類従からの写しがかな

りあり，藩校本の写しもある。『抄文のも

のが相当にあるし，本来あるべき図画は，

ほとんどが，省かれそいるカ・ら，利用に

は注意を要する。

　当然ながら，ここには，内内とその周

辺における文人の著書が，かなり見受け

られる。これらは，当館の場合，ほとん

どがこの内でしか見る事は出来ない。（複

製や復刻されたものを除いて）。’当館に

は，中央に知られた人の著書が多いめで

ある。

　この叢書は，過去多くの研究者が，対’

象としたと思われるが，恐らく，全体を

調査されたのは，『白河や桑名の郷土史研

窄に携った方々や，松平家を調査された

史家達の外多くは，いないであろう。

　昭和の初め，森銑三が調査されて，そ

の結果を発表されているが，現在それら

は，氏の著：作集で知る事が出来る。氏は、、

帝国図書館の所蔵資料中『小宮山叢書』

（水戸藩小宮山呈露他め著書）と『鴬宿

雑記』から，人物紹介に多くの得るとこ

ろがあった旨，述べておられる。著作集

には，巻253の「智多日’記」の記述から，

白鴎なる陶工の経歴を知った事，巻348の．

「大名かたぎ」は，定信の戯作で珍らし

く，帝薗図書館の外に所在を知らない事

等，10件程を報告されている。他に，「よ

しの冊子」を紹介されている。これは，

この叢書の逸品で，定信が老中筆頭在任

中に，’側近水野職長が，幕閣，大名，旗

本等の評判を書上げて報告したものの写

しで，近世史上・一特筆すべき史料である。

　他の方々では，巻2の童蒙葭童話」等’

を2、3の方が郷土史誌資料等で紹介さ

れているのを拝見している。・

　（5）記事あれこれ

　ここには，．私が，恣意的にメモした記

事を逐次紹介する。有意義の記事を採り

もらしているかも知れない，又既知の記

事の紹介に甘んじているかとも思える。

叱正を乞う次第である。
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（A）紀行文　鴬宿作

　　　編者は，紀行文をものすることが1’re

　　意であった。交友の間でも知られていた

　　らしく，吉村静軒子には，”心付もあらば・

　　申てよ”と文章の添削を依頼されている，

　　程である。しかし，型が，従来のものに

　　とらわれ過ていて，面白味に欠けるが，

　　一般人の著作としては，見るべきかも知

　　れない。要するた土地々々の故事来歴に」

　　こだわり過ぎるのである。ただし，従来

　　とかく，中央から地方へという視点から

　　書かれているもあカS；多い内で，地方から

　　地方へというのは，地域の持づ紀行支の

，・@，特色であり，参考となる点が，少くない

　　「のである。

　　　編者は，前述の如く各地をかなり遊行

　　した様で，その際日記をつけて，後に紀

　　行文にまとめてい66序文にいう如く，

　　その地に著名の紀行文がある場合は，省

　　いている様である。・どり紀行文も同じで

　　はあるが，文中の1個所か2個所にきら

　　りと光る記述があり，注意を要する。

　　　○日光紀行巻3所収
　　　．文化7年．（1806）4月，．日光の祭礼を

　　見んと，柳川氏他2名，計4名で白河を
　　出立，’板室で湯浴し，南方街道を行く。

　　高久という里のかつて芭蕉が逗留した宿

　　の主人は，青楓（覚左衛門）といい，当

　　代も同名を称してv｝た。日光の描写が詳

　　しい。tt35丁程。　tt

　　　O会津遊行の覚書　巻5所収

　　　書名の如く，遊行に便ならんとして書

　　いたもので，地誌的にも詳しい。寛政12

　　年（1800）閏4月，．首藤園外1名，計3，

　　名で白河から会津へ。14丁程。

　　　○三間紀行巻6所収
　　　寛政8年（1796）3月，江戸から市川

真空へ，同じ心の友とと有，8丁程

　○　両岸紀行　巻16所収

．天明．6年（1786）卯月，20歳，初めて

東都在勤をしte折の記；八丁堀屋敷から；

大川両岸への紀行。4丁半程，恐らく初

めて書いた紀行文

　○　奥のみちくさ　巻18所収

　白河から奥州各地を巡遊して，南部領

附近へ至る紀行であるが，20年階前の日

記を整理して，まとめたもの。何時頃に

’行ったものか木明。途中の例えば，松島

等各地の記述が詳しい。巻18全巻を充て

ている。

　・○越後在番中尊村の道之記　巻25所

収

　文化3年，白河から越後へ。5、丁程，

越後分霊廻村の記

　○知多日記　巻253所収

　知多日記としたのは，・知多郡大野の塩．

湯に浴するのを，直接の目的とした為で

ある。文政11年春1828）の秋に，桑名か

ら翠関子，南条的弓と同行。『13日を要し’

て，美濃，尾張附近一円を巡遊b義朝あ

廟，大高城趾，熱田，名古屋，清州，岐

阜，長良川の鵜飼等を見ている。巻253全

巻を費している。文中に，「白河にありし

日は，隣せる国々あ佳境勝地名区奇観を

探り…（中略）山水にあそび神社仏閣の

古きを探るの癖正かたし1とjElり，遊歴

する事を，大変好んでいた事が知られる。

森銑三は，この紀行から陶工白鴎なる人

物の経歴を明らかにされている。思うに，

桑名への転封は，文政6年（1823）であ

り，それから5年程輝過したこの頃はう，

近隣をしきり’に，巡遊していたのであろ

う。

　○ふたたび笠の日記　巻269，270所収．、

　文政13年（1830）の春，高松松岸，高
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野手斎等と桑名から伊勢，伊賀，笠置山，

吉野浪速，京，瀬田等，近畿一円を巡

遊した時の記で，2度目の旅なあでかく

名付けたという。詳細。文中おかげ参り

の記事が多ぐ，この頃，盛んであった事

が知れる。巻末｝こおかげ参りの記録を付

す。

　○関のふる道　巻298所収

　文化14年（1817）9月，白河から白河

罪跡さ到る。吉村三三に従い岩崎尚武，・

成田行明，画工吟興と同行。吉村は家老，

寸寸は定信が，企画した『集古十種』等

・ト収録する器物の模写に従事した人で，

全国各地へ派遣されている。15丁程。こ

の紀行名か嘱津村湶庵の『雪のふる道』

「を，前の！『ふたたび笠の日記』からは，

本居宣長の『菅笠日記』の名を連想させ・

・るが，多分それぞれの名を，少しもじつ

たものであろう6

　　　　　’　　　　1

（B）鴬宿以外の者の紀行文

　半時の日本で，’代表的と思われるもの

は，ほとんどが，収録されている。その

総てを取り上げることはないので省略し

て，藩内とその周辺の人達のものを，’紹

介する。

　○信夫郡飯坂御湯治御道之記　定信

著，・巻411所収　．

　寛政12年・（1800）8月，定信が，飯坂

温泉へ入湯した折の道の記。’雅文で，さ

すがに格調の高いもの。水野弓長が三文

を付してY・る。25丁程

　○旅のおほえ　吉村静獅子　巻299所

収

　天保2年（1831）桑名から京，大阪，’

兵庫，西宮等を廻るの記。前記の如く，

巻末に「心付もあらば申てよと有しを写

す」と有り，詳しいが平凡。20丁程

　○南旧記遊　二本松藩　成田（中島）

確斎・巻115所収

　常陸紀行。文政6年・（1826）秋の識語

有り，二本松から常陸国各地を巡るが，

’とりわけ水戸城下の記述が詳しくe’小宮

山楓軒宅も訪問，その書庫の状況や借り

受けた図書名も記す。・平文の部分もある

が，興味ある紀行文である。茨城県郷土

史に収録されている由。この著者！ま，定．

信の知遇を得ていた人で，この他に．『遊

芸堂次回』なる随筆も，登載されている

が，鴬宿はその様な関係からか，二本松

藩の人とも，かなりの交流を持っていた

様である。26丁程。

　○信夫伊達両三巡郷記　上下　南合

義之　巻346所収

　文化7年（1810）3月t’　9月の2回，

巡肥した折の記。著者はゴ当時郡奉行勤

郷中かと思える。後に，立教館教授を勤

め，，鴬宿の娘り舅，晩二半林，の祖父

である。37丁。

　○古志の浦波　藤沢郷左エ門　巻56
所収．

　延享3年（1746），白河から分三越後下，

崎へ，幕府巡検孕め案内を勤めた折の記。

　9丁程。

　○甲子山野紀行　定信　巻411所収

　寛政6年（i744），白河から甲子山へ。

　4丁程。幽

　○　午秋紀行　すわ茂親　巻44所収

　元禄4年（1691）、隅田川で，御船に陪

従せし時の記。著者は，蘭栽老人の祖父

と有り。15丁程。

（C）その他

○薫葭堂号巻2所収
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寛政12年（180P）は・藩祖定糸岡ρ150回

忌に当り「，桑名の照源寺で法要が執行さ

れ，家老大関氏に随行したi鴬宿は・定信

の許しを得て，終了後に，一人で，近畿，

地方を巡歴した。その内で，浪速の木村

兼葭堂を訪ねた折の事を一白にしたもの

である。

、・ ｱの記事は，’叢書中の白眉ともいうべ

きもので，文中に参考となる記述が多い・

順に記すと，①江州に駒井の旧地がある

事②洛陽に先祖の墓がある事，③建信か，

ら注目に価する指示が，与えられている。

「君上よりも，大和、・和泉・河内・摂津な

ど，道すがら古き文，その他ふるきうつ，

はもの，杯あらハ鼓動よ，又名所にまれe・

旧跡にまれ，草木の実などあるハ，とり

カへり奉れとうちうち命を下し給ひしか

ハ，かなたこなたは，好事の入など尋ね

問けるた」，これは，．古書，古文書，古器

物等の探索指示である。そめ他に，名所

旧跡で採取した草木の実を持：ち帰る様に

というのは誠に優雅である。これから判

断しても，機会ある，ごとに，家臣達へ・

この様な指示を下じていた事が判る6鴬

宿は，帰藩後どんな復命をしたか興味が
ある’ｯれども，残念な事に本叢書には記

載されていない。他の人達のものや組織

立って探索した記事も見当らない。④薫

葭堂の文化サロン的雰囲気がよく描写さ

．れていて，同時に来訪した入の名も，主

入が心よく見せてくれた逸品も紹介され・

ている。，⑤北畑堂へは，白河の関附近で

一採った紅葉を，代りに主人は，堂名の由’

来となった葭でゆえる筆を送る風雅のや

　りとり話を，披露している。⑥方7寸程

　の書画帖が有って，来訪した全国名家の．

　書画，詩歌，連俳が記されており，内に

　は主君定信の歌もあり，鴬宿も俳句を読

　　　　　　　　　　　　　c．

んで記帳した事，白河の僧白雲（定信の

命で，谷文晃等と諸国を巡り，『集古十種』

所収の古器物類模写に従事した人）も居

合せて，彼の絵もあった事が書かれてい

る。ここでは，鴬宿が，主人に好遇され，

一流文化人並に扱われている事が，『 獄ﾚ
される。鴬宿時に35歳。木村は，65歳，

2年後に没している。

　○水野群長戒の平井返歌「巻r，所収
　　　　　　　　　　　　　　ト「文中に「和歌の師」と有り，水墨為長

を，和藪の師とした事が判る。その経歴

は，前述の如くである魁温厚な人柄で

定信めよき相談役でもあった。家中め人

望も高く，筆者の敬愛する先輩の一人で

ある。，

　○柳川川柳　巻．2所収・

　、定信の平人で，鴬宿の尊敬する人物。

そあ人柄と共に，この人と，深晩実父

　（俳号二鳴）1の3人が，白河では，俳諮

の3棟梁と呼ばれていた事を記1してい
tt 驕B’

　○季吟点懐紙巻2所収
　北村野田の合点による俳句の巻物を，・

見た事を記している。

　　〇二三尊霊を吊ひ奉る言葉巻7所

収

　　実父の死に当り，・その思い出や悲しみ

　を述べたもので，哀切極りない一文であ

　る。父の人柄，削摩をもよく伝えていう。

　　○子供遊かはる　巻14所収

　　白河藩の子供達の遊びが，安永の初め

　（1772）鴬宿の7乙8歳頃と，文化の今’

　（文化12年頃か）」では大変変って来てい

　る事ゴ又，藩の学問も安永の初め頃，本

　田東陵先生が召抱られて，家中の子供達

　は，多く、がその門人どなった（鴬宿も実

　兄と入門）が，四書五経を素読する者はヅ

　・14，5歳でも稀であった。しかるに・天明
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の頃には同年の者で，その講釈をさえ行

う若者が，幾らもいる様になった。更に，

寛政の初め立教館の造営ありし頃は，14，

5歳で詩文をも習うec．1：なり，文運勃興し

て，他邦に名を知られる人も出で来たっ

た。文化の今，12，3歳位で，鴬宿が少年

の頃に，よく出来るといわれた成人達よ

りもすぐれている子が，幾人もいる様に

なったと述べている。教育水準が，知ら

れて参考となる。なお，鴬宿は，別巻2

の巻末で“兄と共に本田先生へ入門せし

’が，素読のみにして幼年の内に廃せし，

，今更遺憾なり”と歎じている。

　○川柳居士追悼文応14所収
　’前出の人。その人格をたたえ，囲碁の

交りもあり，編者が，へぼ碁打と言われ

た事を記す。

　○’白川へ御所替一件　巻52，59所収・

　高田から白河へ所領替の記録。併せ見

ると，参考になる点もあろうかと思われ

る。

　○巻84，同256には，松平家の記録が

色々と多い。前者には，定綱の定めた掟

等や遺事の記載多し。

　○重倫幼年二而四書五経素読済ける

・誌面称美頂戴之節之発句　巻109所収

　重倫は，晩翠の名である。孫であり，

養子とした由仁が，幼年にして主君かち

称美を頂戴した時の記で，鴬宿の喜びが，

文中にあふれている。

　○平義器談　巻116所収

　文末に次の如き記載がある。’

　　　叡感者南合義之秘蔵之書也

　　「日借却而清水御門宿衛亭『辰之半

　　’刻ヨリ筆を建テ翻刻論評シ終りヌ

　　干時文化十二乙亥年五月十三日

　　　　　駒井乗邨　　花押

　書写には，この様な公務の合間も，当

てていた事が判る。との人の蔵書からか，

なりの数を書写している。

　○巻202定信は，この呪力磐かれた

前後に死去したも9）と思われ，彼の記事

が多い6

　0御得替三見録　巻252所収　岡本厳

芙記

　文政6年（1823）3月，1白河から桑名

へ所領替の際の見聞録で，新旧藩の評判

を記したもの。松平家の自佃島が多い。

　○巻230前後は，群書類従からの写し

が多い。

　○蒙斎先生より送れる詩和歌を三和

せし事．巻252所収

　白河では，広瀬蒙斎（立教館教授）と

駒井家の屋敷は隣合せで，．広瀬は杉等を

駒井は桜・梅・惚面を互いに境に植えて，

観賞し合ったと有る。

　○巻293，定信の和歌が多い。

　○奥州南部相馬大作御仕置一件巻

295所収

　この巻には，他に常足常陸に遊び以下

が，鴬宿の自記で，古い友の思い出話，

和歌，俳句等あり，妻たついても，先立

たれた際に詠んだ，回しみの句や歌を記

している。

　○諸国風俗回状　巻298所収

　屋代弘賢から田内月堂にあてた，白河

年中行事の調査依頼は1鴬宿が，．担当す

る事となり，所の古老達の協力を得て作

成した。月堂の指命は，鴬宿がこの方面

ぺの知識や興味も，かなり持ってい旧事

を示す。

　○巻332，333，389，390，．411，定信

の教訓書1著作物多し，

　○．大名形気，巻348所収

　‘定信の戯作で，幕閣時代は，それを厳

七く取締った人が，自身では，著す事がtt
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あったという問題作で，’森銑三が，往時・・等が翻刻・解説して紹介された。従って，

帝国図書館にしか，所在を聞かないと言

われたものであるが，現在では，『国書総

目録』に依ると，国内で数本が確認され

，る。当館には，この叢書中にも存するめ

である。’

　○巻362には，「定信公御集」の外，∫日・
　　　　　　　　　　　　　　　　い本外史御冠二二頼山陽呈書」がある。『日・，

本外史』は，定信の認める所となって以

来，世1に知られるに至？たのであり，山

陽は，‘この事に深い恩義を感じていた様

である。

　○巻364にねずみ小僧の記録があるg

文末に「予が初勤番在府は，天明5年で，

因幡小僧が；引かれしを見る」と有る。，

鴬宿20歳頃。　　、　、

tt
n柏崎御陣屋狼籍者乱入一件・巻503

所収

　越後に，松平家の分皿があった。天保

8年（1825）以前の当地に失政があった

と思われ，在住した国学者生田万が，大

阪の大塩平八郎の挙兵に応じて，窮民等

と柏崎陣屋を襲撃したが，敗死して終っ

た事件の記録である∴

　○大塩平八郎一件記録

　大塩事件の記録が，巻495，496，502，．

526，に収録されているが，巻526の・「浪

華秘録二丁叢談」は，『国書総泪録』には1

この叢書の外に所在を記載していない。

　○よしの冊子　巻453～458，
466～468，481～489所収

　昭和6年頃（1931），森銑三が，この叢

書を調査された際にこの『よしの冊子』

を見出され，同7年雑誌『本道楽』3巻

5・6号，。14巻1・2号に『よしの草子抄』

Jl～4を発表された。更に下って，昭和55

年11月から翌年1月にかけて『随筆百花

苑』8・9巻（中央公論社）へ，安藤菊二

　これを利用されれぽ，便利と思うが，と

　にかくこれは，叢書中の随一一・一・というより

、も寛政改革期の政治，経済，『社会，文化

　を知る上での，一級史料といえるのでは．

　ないかと思う。

　　定信が，’老中筆頭勤門中，田安家以来

　の側近水野等長．（この人は前記の如く鴬

・・ hには和歌の師でもある）が，府内はも

　とより’，全国津々浦々までの風聞を集め

　浄書して，定信へ呈じたものである。定

　信の没後，同じ側近田内月堂が，遺され

　た文箱の一つから発見し，自ら抄写，そ

　れを更に鴬宿が託されて，この叢書へ収層

　録したのである。

　　文中の一段落毎た「……のよし」と有

　るところがら月堂が，「よしの冊子」と名『

　付けたのである。

　　定信は，多くの隠密を使って；情報収

　集を行った’といわれているが，これは，

　その証拠の一つとなる記録である。内容

　の大半は，当時の幕府や大名家等の人物．

　評判丁半で，情報への信頼度の問題は，・

　残るとしても，ある特定人物が，どんな

　批評を受けていたかを知る有力な史料で

　もある。叢書中g）18巻を占める膨大な記「

　録で，名のある入物はもとより，下士の

　人建も対象とされていて，こんな些細な

　事も報告されていたかと思うと，戦i栗を

　覚える程である。定信退任頃の，彼自身

　への批判も載って’いる。とにかく，この

　史料は，大変興味を引かれるものを持ち，

　一読め価値がある。な淑叢書では「よ

　しの蚊子」，「よしの冊子」・「吉野珊子」

　とそれぞれに，異なる書名が付されてい

　る。巻453巻頭に，肝内月堂あ文政13年

　　（1830）閏3月付の序文があ・り，大凡は

　これで知れる。為長の文で，200冊計もあ
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つたとあり（実際は169冊〉，そ1れから月

堂が抄写した事が知れる。巻489の終り

に；鴬宿の筆で「天保回申十一月廿三日

うつし暴ぬ」とある。月堂は，・「回外の人

へ回りに見せぬ様に」いい，鴬宿は「回

りに他へもらす不可」と記して，両者の

違いを見せる。

　○三三の写しと思えるものが，巻，
504～506の「芝蘭斎先生遺稿」，．巻515「学

校三三出三三」等にあり，後者には「晩

翠／三三」の印がある。

　○巻516の巻末に「義朝公言最期之絵

解」他の版本がある。

　○巻523，524に他筆が多く，半弓の筆

かとも思える。

　○巻525あ「秋月亭稿　二」は，小沢

長男の遺稿と有，直筆と思われる。

　○巻552「ともえ考」は，田井元三の

草稿とある1

　0前にも記した如く，中央ではあまり

名を知られていない藩士等の著書が，こ

の内にかなり収録されている。例えば，

南合義之，号を蘭塔といった人（晩翠等

の祖父で立教館教授）は『国書総目録』

では，この叢書にのみある様に，記載さ

れている。藩主s藩士，領民や周辺の地

域の人達の著書が，所在不明の時は，念

の為この叢書に収録されていないかを，

調査されるとよいと思う。，

　終りにこの叢書の調査を思い立ったの

は，「はじあに」に記した事情あ外，当館

に白河本『東寺百合文書」があり，それ

の書写事情が，記されていないかを，調

べたく思ったからである。並行して，細

目も，面白い記事も取ろうという欲張っ

た作業をした為に，本稿は，どっちつか

ずの中途半端なものになってしまった。

もっと，松平家や桑名，白河両地域の事

を調べてから作業に当るべきであった

と，・反省しきりである。定信は，誠にす

’ばらしい文化事業を行っているが，その

裏話を何故に，鴬宿は，書き留めておか

なかったのであろうかと，残念な気持で

いっぱいである。

　末筆で失礼ながら，御教示を頂きまし

た，桑名市博物館の皆様に，御礼申上ま

・す。
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第II部　鴬宿雑記事項名1（五十音順））索引

凡　　例

　本索引は，鴬宿雑記の項目個々を，現代かなつかいによって，五十音順に排列した。

読み方の不詳なものは，音読を原則とした。・『国書総目録』に掲載されているものは，

その読み方によった。漢字はデ原則どして当用漢字感応鎖した。書名初めの御の字は，

前後の関連から，お，畜ん，ぎょ，ご，み，のいずれp・一に読んだ魁適当でない読み・

もあろうかと思うので別の読みを参照下さい。数字は収録巻数を示す。別は別巻を示

、す。、

あ・

会津童歌……・・…………・………………9

会津侯浦賀御固御免被仰渡書・・…・…295

会津四回合面恥記……・；…・1・・…280～281

会津八幡続年日記………………・…・・303’

会津懸垂長帳年日記…・…・…………・302

会津藩赤羽仁兵衛歌・・■’■・……………・251

会津遊行の覚書」………………’一・………5
，葵鍔考・・…　’・　｝・・・…　。・。・。・。・・・・…　。・・…　。・・…　男IJ　12

青山氏室辞世…・・…・…・∴・∴・………・…11

赤蝦夷風説考……………・…∵・・…・…517・

赤穂秋田面・…………・…」・・………・……40

赤須賀猟師町回三井妹ぬい孝行
　御称美・…………・……・……………295

赤堀四竹旗竿………∵…………………84
赤松三一…・……………・・…・………・・…192

赤松再興記………………・…r・………192

秋尾徳左衛門………・………・・…………9
秋田塩の井・∴r・・■’・・………・……………・12「

秋月亭稿………層…t■・∵…・……・………525

秋山記…・…・………・……………・・…・145

『芥川敵討・……・……・・…・………・………56’

浅草観音開帳・・………∵」………………・56

朝倉十七ケ条………………・・…………・14

朝倉三景十七箇条．…∴………………198
阿佐太子像……’？………．’……∴………83

あさち………・………・・…・…・…・……439

浅野家臣三三一件聞合…．……・……・・…9

浅野内匠頭様御家来御願｝件記録…447
浅姫君様越前家御入両前諸家献上順…83

浅間焼実記……・………∵∵…・………344

浅問山災異記∴・・∴…・・……∴……∵・474

あざみの花…………・…・…・……………2

足利家歴代之次第・………………・・……44

足普通ひ……；・’■・………・…………・……84、

芦名家記・∵・…・・／………・……∴………185・’

阿州将喬記・…・……・……・…・………・196

飛鳥川物語…・……・…・∵………………・40

東園撰者未詳…・・……………・…………4

東鑑要目類聚考・・………………・405，406

東路のつど・……・………∴・…………235

「あっまの道の記………8…・…………・234

吾妻問答……………・…一t・……………241

阿蘇右衛門……………・・…・……………1

阿蘇山焼御三………………1・…・………22

足立忠治右衛門之碑‘………・…・1・…・508

安多武久路……一………・…一282～283
跡しら波・………………・・…∵・…∴…140

姉ケ崎村次郎右衛門召仕市左衛門……4

阿武隈川享和三亥六月洪水…………256
阿武隈川水源……・r……・………………10

安倍山踏縁起∵…・……・……・7」・……347

天草騒動一件旧事…………・……・・…564
天忍穂三尊・・∴……・∵∴……・・……∵r…・7

螢の三三の記∵……・…1・…・………・…551

天野屋利兵衛伝・…………・……・……516

海人藻芥…r…・…………・・…・“・…・・一！・224
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